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論 文 内 容 の 要 旨 
 
スマートフォンに代表される高機能通信端末の普及とともに，移動体通信の環境が充実して
きた．現在では，テキスト，音声，動画像などがインターネット上で流通，蓄積されている．中で
も，CGM（Consumer Generated Media）の一つである SNS（Social Networking Service）の利用者
は増加傾向であり，自ら情報を発信し，収集することも容易である．新たなコミュニケーション
ツールとして日常の生活に浸透していると言える．最近では，首相官邸が公開した「防災・減災
における SNSなどの民間情報の活用等に関する検討会」の報告書においても，「SNS等から災
害情報をフィルター・可視化する情報システムのモデルの研究とその効用の実証等が必要」で
あると提言され，社会活動において，その効果が大いに期待されている．その中で特に着目さ
れている点はリアルタイム性である．投稿から有益な情報を素早く抽出し，誰もが閲覧し利活用
できるような環境が求められている．したがって，情報収集し，取捨選択するためのフィルタリン
グ技術と，意味づけするための分析処理とその可視化技術を早期に確立する必要がある．要
約すると，リアルタイムにデータセンシングするための技術開発が喫緊の課題であると言える．
そこで，本研究では，単位時間あたりの投稿数が急激に変化するバースト現象に着目したフィ
ルタリング技術と可視化技術を開発する．そして，２つの技術を用いたタイムリーなデータセンシ
ングについて議論する． 
まず，情報収集において，有益な情報を取捨選択する方法について検討する．SNSには，
不特定多数のユーザが求める情報が全て含まれているとは限らないこと，また，たとえ含まれて
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いたとしても膨大なデータに埋もれていることにより，適切な情報を獲得できないことが多い．し
かし，大規模な災害や事故などの人命に関わる事象が発生した時，それに直面している当事
者から発信される投稿内容は，初期対応のための情報源として有効活用できる．そのため，有
益性の高い投稿記事を素早く分類しながら収集する必要があるが，既存研究の多くは，有益性
の低い投稿も含めた大量記事を収集することに主眼を置いているため，リアルタイム性に欠ける
とともに適切な情報の抽出に課題がある．したがって，それらを解決するためのフィルタリング技
術が必要である．そこで，本研究では，投稿数が急激に増加するバースト時に有益な投稿が存
在することに着目し，記事を取捨選択する手法を用いたフィルタリング技術を開発する． 
次に，フィルタリング後に獲得した情報を素早く利活用するためには，記事内容の分析とそ
れを要約したものを可視化することが重要である．内容の要約を行う手法にはトピック抽出手法
があるが，時々刻々と新たな記事が収集されるような状況に適していない．また，トピックの重要
度を可視化する手法も確立していない．重要度に着目することで，既存手法で獲得が難しい，
記事数は少ないが緊急性の高いトピックなどの可視化が期待できる．したがって，重要度に基
づくトピック抽出手法は非常に有用である．そこで，本研究では，重要度を評価する指標である
バースト度合いを用いたトピック抽出による可視化技術を開発する．  
最後に，本研究で開発したフィルタリング技術と可視化技術が，防災・減災のための情報シ
ステムとして有用であるかを実証する．実験では，地震が発生した時の投稿記事に対して各技
術を適用し，実用に耐えうるかを確認する．その上で，本研究で開発した各技術による情報シ
ステムの運用方法について議論する． 
以上，本研究は，SNS のバーストに着目したタイムリーなデータセンシングに関する
技術の研究を論じたものである．第 1章では，SNSからの情報収集手段の現状と，本研
究の目的を述べる．第 2章では，SNSから収集した投稿を分析し，投稿内容の特徴と傾
向を明らかにすると共に，研究の着眼点と構想を論じる．第 3 章では，交通現象に着目
し，投稿を効率的に収集するフィルタリング技術を提案し，第 4 章では，投稿の分析が
リアルタイムに可能な可視化技術を提案して，それぞれの有用性を実証する．第 5 章で
は，提案技術による情報システムの有用性を議論し，活用する上での適切な運用方策を
検討する．最後に第 6章では，研究成果の総括と本研究成果の今後の展開を述べる． 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本研究は，「SNSのバーストに着目したリアルタイムな情報収集・分析に関する情報システム」
を実装するためのフィルタリング技術と可視化技術について新たに提案し，それらを実際の災
害に適用し，タイムリーなデータセンシングの可能性について実証したものである．以下に審査
結果を詳述する． 
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(1) バースト現象に基づいたキーワードによるフィルタリング技術の開発 
 
SNS には，日々の雑多な会話やニュースといった多種多様な投稿が存在する．それらに含
まれる大部分の情報は，既知のニュースやコミュニティにおける限定的な話題であるため，社
会的に重要でしかも緊急性の高い情報は少ない．しかし，災害や事故などの発生時にはその
ような情報が含まれる割合が高くなる．そこで，有益性の高い情報を収集する研究が行われて
いるが，その多くは収集目的の事象を示す代表的な語句（キーワード）が含まれている記事を
対象とするため，内容の関連性が曖昧な余計な記事まで対象としている．そのため，フィルタ
リングが十分に機能せず，効率的な運用ができていない．そこで，災害や事故などのリアルタ
イムな分析が重要となる事象に着目したフィルタリング技術を開発する．これは従来と異なり，
実世界でのバースト現象と関連の高いキーワードにより記事を取捨選択するフィルタリング技
術である．これにより関連性や有益性の低い投稿を収集対象外とすることでリアルタイムな運
用が可能となる．実証実験では，突発的な事象の一つである事故などの交通現象を対象に，
既存のキーワード選定手法と，バースト現象に着目した新たな選定手法によるキーワードの収
集効率を比較し，その有用性を明らかにした．最終的に，バースト現象に着目したフィルタリン
グ技術が有益であることを確認した．  
 
(2) リアルタイムなトピック抽出手法による可視化技術の開発 
 
SNS の投稿には，転載などにより重複した既知な情報が多く含まれる．そのため，大量の
データの中に必要とする情報が隠れている．そのため，不要な情報を除去した後に，注目す
べき話題を選別し，重要度の高い内容を要約するための技術（可視化）が必要である．それ
が簡単に実現することで，SNS の情報が広く利活用されることに繋がる．既存研究では，大量
の文書から主要な話題に関するキーワード群を用いたトピック抽出手法が多用されている．そ
の多くは，キーワードの共起確率を基に分類するものであるが，全文解析が必要であることか
ら計算コストの高い処理にならざるを得ない．そのため，関連記事を順次分析処理するにはリ
アルタイム性に欠けるため，工夫が必要となる． 
そこで，本研究では，SNS などの随時文書が追加される場合でも，リアルタイムにトピック抽
出が可能な手法を提案した．これは，バーストの発生検知からその度合いを利用し，注目度
の高いキーワードからトピックを抽出する手法である．バースト度合いの算出にはキーワードを
含む投稿数の変化を用いるため，最も処理コストがかかる形態素解析を含む全文検索を行う
必要がない．これにより，従来では難しかったリアルタイムなトピック抽出とその分析が可能と
なる．実証実験では，代表的なトピック抽出手法にバースト度合いを加味した方法の有用性を
明らかにした．これは，災害情報などの変化が激しい状況を可視化するための技術として期
待できる． 
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(3) 災害時における SNSのリアルタイム収集・分析への適用 
 
近年の大規模災害の頻発によって，災害発生時の情報収集の重要性が増加している．災
害時の地方公共団体の SNS の運用も活発に行われており，救助要請が SNS を通して行わ
れた例も多くある．このような状況から「SNS 等から災害情報をフィルター・可視化する情報シ
ステム」によるリアルタイムな情報の収集，分析の実現は急務である． 
そこで，本研究では，災害発生時の SNS から有用性の高い投稿をフィルタリングし，その記
事からトピックを抽出する一連の流れの中で，提案システムの有用性について実証した．この
システムが実用化されることで，災害時に緊急性の高い情報を積極的に収集可能となり，従
来の受動的な対応から一歩進んだ行動が可能となる． 
 
以上のことから，タイムリーなデータセンシングを行う「SNS 等から災害情報をフィルター・可
視化する情報システム」として，一連の技術とそれを構成する手法が有用であることを明らか
にした．さらに，政府により必要性が明言されているこれらのシステムの「研究とその効用の実
証等」を実施しており，社会的なニーズに応える実践的な研究である． 
 
